
2010年２月初旬、カンボジア・シェムリアップ。最高気温36度、最低気温25度。内戦終結か
ら20年近く経つが、その傷跡はまだまだ大きい。国民の１日の平均収入はわずか約１ドル。
就労が子どもたちにも大きくのしかかる。（写真は荷物と人が混在して移送されているところ）
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医療機関も学校も不足し、病気にかかれば一大事だ。カンボジアでは、15人に１人が５歳未
満で亡くなっている。少女が外国人観光客を相手に物売りをしていた。ここでも子どもたちは
貴重な労働力だ。



日本と比べると物価は70分の１。観光客向けのクッキーが一箱10ドル。日本円では1000円に
満たないが、１ドルが彼らの１日の収入だということを考えて過ごさなければならない。子ど
もたちが一瞬見せる沈黙は何なのか、考えてしまう。



遺跡の修復も進められてはいるが、その作業は果てしない。観光地では地雷撤去が進んでいる
が、郊外ではまだまだ残されたままだと言う。ベトナム戦争の影響や内戦の傷跡は生々しい。

（写真・文　下野祇園)
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屋
外
で
野
宿
す
る
人
が
、
都
市
内
の
公
園
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
ブ
ル
ー
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
、
そ

う
し
た
時
期
の
一
九
九
九
年
、
雑
誌
『shelter-less

』（
シ
ェ
ル
タ
ー
レ
ス
）
が
東
京
で
発
行
さ
れ
た
。

「
シ
ェ
ル
タ
ー
が
な
い
」
と
い
う
当
時
の
時
代
状
況
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、「
路
上
か
ら
現
代
社
会
を
問

う
」
と
い
う
鋭
い
視
角
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
、
日
雇
労
働
運
動
、
市
民
運
動
団
体
、
そ

し
て
当
事
者
な
ど
に
、
唯
一
、
発
言
や
提
言
、
課
題
の
摘
出
、
議
論
な
ど
を
保
証
し
て
く
れ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
雑
誌
と
し
て
、
季
刊
で
三
六
号
ま
で
発
売
さ
れ
て
き
た
。
行
政
が
施
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
窓
口

対
応
中
心
の
現
場
で
は
ホ
ー
ム
レ
ス
状
況
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、
そ
の
役
割
は
多
方

面
に
発
揮
さ
れ
た
。

安
江
鈴
子
さ
ん
が
中
心
に
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
刊
行
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
宿
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
機
構

で
の
継
続
出
版
が
困
難
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
貴
重
な
メ
デ
ィ
ア
を
失
う
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
社
会
保
障
の
再
編
成
に
資
す
る
人
材
や
ス
キ
ル
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
危
機
感
を
、
私
は
『S

h
elter-less

』
編
集
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
持
っ
た
。
た
だ
ち
に
同
僚
の

全
泓
奎

ジ
ョ
ン
ホ
ン
ギ
ュ

さ
ん
や
、
大
阪
府
立
大
学
の
中
山
徹

な
か
や
ま
と
お
る

さ
ん
に
も
声
か
け
し
、
安
江
さ
ん
に
は
引
き
続
き
編
集
業
務

の
柱
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
、
福
島
、
東
京
、
大
阪
、
大
分
在
住
の
編
集
委
員
か
ら
構

成
す
る
『S

h
elter-less

』
の
後
継
誌
を
明
石
書
店
か
ら
発
刊
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
舞
台
裏
的

に
は
、
厳
し
い
出
版
事
情
と
読
者
層
の
懐
と
い
う
こ
と
も
鑑
み
、
私
や
全
さ
ん
が
所
属
す
る
都
市
研
究
プ

ラ
ザ
か
ら
の
出
版
助
成
も
と
り
つ
け
、『Shelter-less

』
の
販
価
か
ら
あ
ま
り
差
が
で
な
い
よ
う
な
、
紙

数
増
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
努
め
た
。

近
年
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
、
派
遣
切
り
な
ど
、
相
次
ぐ
不
安
定
居
住
の
人
々
の
支
援
課
題
も
含
み
こ

む
ホ
ー
ム
レ
ス
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
、
同
時
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
つ
な
が
り
合
う
、
さ
さ
え
合
う
、
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雑誌『ホームレスと社会』を
創刊して

大阪市立大学・都市研究プラザ 水内　俊雄さん



エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
い
う
、
社
会
で
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
と
人
の
力
や
ケ

ア
、
ス
キ
ル
の
開
発
す
る
に
資
す
る
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、『
ホ
ー
ム
レ
ス
と
社
会
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
新
雑
誌
名
と
し
た
。

『S
h
elter-less

』
は
あ
る
種
、
自
由
な
ジ
ャ
ン
ル
で
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
き
た
が
、
本
誌
で
は
、

レ
フ
ェ
リ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、研
究
者
か
ら
は
質
の
高
い
論
文
を
寄
稿
で
き
る
と
同
時
に
、

投
稿
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
「
論
文
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
き
っ
ち
り
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
国
内
研
究
の
み
な
ら
ず
、
毎
号
か
な
ら
ず
海
外
研
究
（
翻
訳
も
含
む
）
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
、

海
外
に
も
広
が
る
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
展
望
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
支
援
の
ス
キ
ル
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
と
く
に
現
場
の
支
援
者
か
ら
の
援
助
技
術
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
投
稿
、
寄
稿
も
き
っ
ち
り

制
度
化
し
、『Shelter-less

』
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
当
事
者
か
ら
の
貢
献
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
連

載
や
コ
ラ
ム
の
継
続
的
掲
載
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ー
カ
ル
な
支
援
の
状
況
を
短
報
的
に
掲
載
し
、
支

援
状
況
の
情
報
の
共
有
を
め
ざ
し
た
ロ
ー
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
も
用
意
し
た
。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
は
福
祉
、
就
労
、
住
宅
、
地
域
生
活
、
権
利
擁
護
か
ら
野
宿
そ
の
も
の
の
自
己
表
現

ま
で
、
と
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
支
援
の
考
え
方
も
進
め
方
も
、
書
き
手
も
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
不
毛
な

対
立
よ
り
は
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
、
対
話
と
い
う
も
の
も
重
視
し
、
論
点
や

課
題
の
摘
出
と
共
有
を
は
か
る
座
談
会
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
本
誌
の
目
玉
と
し
た
。

不
安
定
な
社
会
状
況
が
今
後
つ
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
社
会
の
最
前
線
に
迅
速
に
向
か
い
、
状
況
を

的
確
に
知
ら
せ
る
使
命
は
、
今
後
の
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
に
必
ず
や
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
常
に
念
頭
に
、
勢
い
あ
る
元
気
づ
く
誌
面
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
ぜ
ひ
ご
購
読
を
。

みずうち　としお
大阪市立大学都市研究プラザ教授（文学研究科地理学教授兼
任）。都市の社会問題・住宅問題の現状や歴史的系譜、ホーム
レス支援などについての政治・社会地理学的研究に取り組む。
著書に『モダン都市の系譜－地図から読み解く社会と空間』
（ナカニシヤ出版・共著）、『創造都市と社会包摂－文化多様
性・市民知・まちづくり』（水曜社・共著）など。

福祉のひろば　2010―47

『ホームレスと社会』
2009年10月創刊、年２回刊。第２号は本年４月刊行予定。
定価1600円。
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保育・障害・高齢分野の課題と参議院選挙特 集

保
育
・
障
害
・
高
齢
分
野
の

課
題
と
参
議
院
選
挙

―
―
当
面
す
る
社
会
福
祉
の
争
点
と
運
動
の
課
題
―
―

新
政
権
発
足
後
の
社
会
福
祉
政
策
等
検
討
状
況
を
ど
う

考
え
る
の
か
、
そ
の
特
徴
や
今
後
の
課
題
を
本
誌
編
集
委

員
の
上
野
さ
と
子
、
上
坪
陽
さ
ん
、
吉
本
哲
夫
さ
ん
で
語

り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
七
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
の
争
点
に
つ
い
て
も
出
し
合
い
ま
し
た
。

特

集

出　席　者

上野
うえの

さと子
（全国保育団体連絡会副会長）

上坪
かみつぼ

陽
ひかり

（日本高齢者ＮＧＯ会議議長）

吉本
よしもと

哲夫
てつ お

（障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会会長）

司会／泉谷
いずたに

哲雄
てつ お

（全国福祉保育労働組合中央執行副委員長）
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ど
う
見
る
か
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
今
、
急
激
に
制
度
改
革
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
保
育
分
野
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

泉
谷

民
主
党
を
中
心
と
す
る
新
政
権

が
発
足
し
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
間
に
示
さ
れ
た
新
政
権
の
社
会
福
祉

政
策
の
動
き
と
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て

◆
新
政
権
の
社
会
福
祉
政
策
の
検
証
を
試
み
る

上
野

日
本
の
保
育
制
度
は
、
九
七
年

か
ら
始
ま
っ
た
構
造
改
革
以
降
、
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
の
自
公
政
権
は
「
保
育
所
待
機
児

問
題
の
解
消
に
は
、
保
育
制
度
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
主
張
し
て
、

社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対
策
特
別
部

会
で
保
育
制
度
改
革
論
議
を
行
い
、
〇

八
年
一
二
月
に
「
新
た
な
保
育
の
仕
組

み
（
以
下
、
新
保
育
制
度
案
）」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
保
育
を
市
場
化
さ

せ
、
介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
法

の
よ
う
に
応
益
負
担
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
昨
年
九
月
の
衆
議

院
選
挙
で
、
民
主
・
社
民
・
国
民
新
党

の
新
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
三
党

連
立
政
権
合
意
書
」
に
は
「
保
育
所
の

保
育
拡
充
の
国
民
の
期
待
を
裏
切
る
の
か
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増
設
を
図
り
、
質
の
高
い
保
育
の
確
保
、

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
。
学
童
保

育
に
つ
い
て
も
拡
充
を
図
る
」
と
あ
り
、

新
政
権
の
保
育
政
策
に
期
待
を
抱
い
た

保
育
関
係
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
一
二
月
八
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
明
日
の
安
心
と
成

長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
の
な
か

で
、
自
公
政
権
が
進
め
て
き
た
新
保
育

制
度
案
に
沿
っ
て
改
革
を
進
め
る
こ

と
、
そ
し
て
新
た
に
幼
保
一
体
化
も
進

役
割
が
違
う
か
ら
無
理
」
と
い
う
立
場

で
し
た
。
九
七
年
の
児
童
福
祉
法
改
正

で
も
、
当
時
の
橋
本
内
閣
は
「
幼
保
を

一
緒
に
す
る
の
は
無
理
。
た
だ
垣
根
を

低
く
し
て
乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育
の

発
展
が
大
切
」
と
し
て
、
非
常
に
慎
重

に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
回
、
新
政
権
は
そ
う
い

う
経
過
を
踏
ま
え
ず
、
唐
突
に
幼
保
一

体
化
を
打
ち
出
し
、
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
今
年
前
半
に
基
本
的
な
方
向
を
固

め
て
、
来
年
の
通
常
国
会
ま
で
に
法
案

を
提
出
す
る
方
針
で
す
。
ろ
く
に
議
論

も
せ
ず
、な
ぜ
そ
ん
な
短
期
間
に
強
引
に

推
し
進
め
よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

め
て
い
く
こ
と
が
突
如
示
さ
れ
、
私
た

ち
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
幼
保
一
体
化
を
含
め

た
保
育
分
野
の
制
度
・
規
制
改
革
」
と

し
て
次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
一

つ
め
は
「
利
用
者
補
助
方
式
へ
」
や

「
利
用
者
と
事
業
者
と
の
公
的
契
約
制

度
の
導
入
」
な
ど
の
「
利
用
者
本
位
の

保
育
制
度
に
向
け
た
抜
本
的
な
改
革
」、

二
つ
め
は
「
企
業
参
入
の
た
め
の
指
定

制
度
の
導
入
」
や
「
施
設
整
備
補
助
、

運
営
費
使
途
範
囲
の
見
直
し
」
な
ど
の

「
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
株

式
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
入
促
進
」、
三

つ
め
は
「
幼
保
一
体
化
の
推
進
」
で
す
。

こ
の
幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
実

は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
議
論
が
あ
り
、

国
は
「
保
育
所
と
幼
稚
園
で
は
機
能
や
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